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概 要：令和６年能登半島地震で発生した石川県下，富山県下で

の土砂災害について，液状化の被害が甚大だった内灘町・かほく

市から金沢市および南加賀にかけての沿岸地域，地盤の崩落が発

生した金沢市田上新町や吉原町，ならびに岩盤の崩落が確認され

た能登半島の世界農業遺産地域や小松市の日本遺産地域などにお

いて，これまでに進めてきた調査の内容に関して予察的に報告す

る。また，これらの応用地質学的な特徴に関して地域地質学の視

点もくわえつつ触れるとともに，日本応用地質学会としてとりく

む今後の調査の予定を述べる。



令和６年能登半島地震の土砂災害とその応用地質学的
な特徴：今回の報告内容（目次）

１．日本応用地質学会としてのこれまでのとりくみ

 ２．石川県下・富山県下における土砂/地盤災害の事例

 ３．日本応用地質学会中部支部による予察的調査

  ３－１．石川県立金沢北陵高校の盛土崩壊（事例紹介）

  ３－２．石川県下におけるそのほかの事例

  ３－３．石川県下における地質遺産の被害

 ４．日本応用地質学会の今後のとりくみ（まとめにかえて）



１．日本応用地質学会としてのこれまでのとりくみ

1月1日：能登半島北東縁部でＭ7.6の地震発生（午後4時10分ごろ）

1月2日：日本応用地質学会本部に「災害対応本部」の設置

   ⇒今後の被災地調査の可能性を検討

   ⇒現地が混乱しておりすぐに現地入りする必要なし

   ⇒まずは情報収集に取り組むべき

1月5日：中部支部長から支部役員・顧問への呼びかけ

   ⇒とくに北陸地方在住者へ，現地/被災地からの情報提供要請

1月7日～：中部支部の役員・顧問が個々に調査・情報収集活動を開始

   ⇒石川県金沢市，内灘町，かほく市，志賀町，富山県魚津市
           など



１．日本応用地質学会としてのこれまでのとりくみ

1月9日：日本応用地質学会のNAS中部支部フォルダで調査結果や文
献情報の共有を開始，本部や災害地質研究部会と情報交換をつづ
ける

1月23日：日本応用地質学会に，令和6年能登半島地震災害調査団
（団長：大谷具幸「岐阜大学」）の設置、本部災害地質研究部
会・応用地形学研究部会・土木地質研究部会・火山地域の応用地
質学的諸問題に関する研究小委員会・中部支部・北陸支部・関西
支部がワーキンググループ活動の主体となり、公募により会員に
も団員を募集し、活動を行うことになった

2月5日～：調査活動の範囲を奥能登方面へ徐々に広げる

   ⇒七尾市，志賀町，穴水町，能登町，輪島市，珠洲市など

3月～：各ワーキンググループが現地調査に入る



２．石川県下・富山県下における土砂/地盤災害の事例 

輪島市曽々木～珠洲市真浦の山稜斜面の大規模崩落

輪島市曽々木の町野川護岸の崩落

輪島市袖ヶ浜～鴨ケ浦の海岸の隆起

輪島市門前町鹿磯付近の海岸の隆起

輪島市門前町赤神付近の海岸の隆起

志賀町富来川南岸の道路の破損

内灘町～かほく市での地盤の液状化

加賀市柴山潟西岸「雪の
科学館」周辺の液状化

加賀市鴨池観察館付近で
の道路の崩落

珠洲市真浦町の海岸の隆起 珠洲市若山町での隆起

珠洲市宝立町鵜飼の津波被害

七尾市府中町「能登食彩市
場」周辺の液状化

中能登町～羽咋市の邑知潟低
地での液状化

金沢市堀切町，今泉町での道路の崩落

金沢市吉原町北陵高校の盛土の崩落

金沢市田上新町の道路・家屋の崩落

石川県

富山県

志賀町富来七海国道法面・自然
斜面の岩盤崩壊

志賀町赤住の歩道の浮き上り

志賀町福浦港物揚げ場の浮き上り

志賀町栢木道路路肩の地すべり崩壊

富山市本郷の国道アンダーパスの冠水

富山市中心部の液状化、道路の段差
護岸のはらみ出し

魚津市村木
の液状化

射水市岸壁の転倒変位、液状化

氷見市宇波～姿の液状化

高岡市太田法面の剥離性崩壊

七尾市岩盤斜面の剥離性崩壊

黒部市宇奈月
町の落石災害



令和6年能登半島地震

金沢北陵高校の盛土崩壊
居川信之（エイト日本技術開発）・塚脇真二（金沢大学）

３．日本応用地質学会中部支部による予察的調査

３－１．金沢北陵高校の盛土崩壊（事例紹介）



崩壊の概要
・崩壊の原因：厚さ15～20mの谷埋め盛土の崩壊
・推定崩壊土量：約15,000m3

・地山の地質：更新統卯辰山層・大桑層の砂岩
・盛土の土質：細粒分を多く含む砂質土

北陵高校→

北陸自動車道

滑落崖→

日経クロステックHPから



崩壊地全景（北東方向からの俯瞰）

ドローン写真を３Ｄ化

校舎→

滑落崖→

Ｎ



崩壊地全景（北方向からの俯瞰）

ドローン写真を３Ｄ化

既設コンクリート擁壁→

下部崩積土→

上部崩積土→

滑落崖→

北陸自動車道
金沢→

←富山

校舎→

ca.50m

ca.130m

Ｎ



崩壊地の旧地形

今昔マップ（https://ktgis.net/kjmapw/index.html）から

北陸自動車道

校舎・体育館

平成10(1998)年 明治42(1909)年

Ｎ

https://ktgis.net/kjmapw/index.html


平面図及び推定断面図（青色コンターは明治42年地形図による旧地形）



七尾市府中町「能登食彩市場」
周辺の液状化

内灘町～かほく市での地盤の液状化

輪島市曽々木の町野川護岸の崩落

加賀市柴山潟西岸「雪の科
学館」周辺の液状化

金沢市堀切町，今泉町での道路の崩落

金沢市田上新町の道路・家屋の崩落

金沢市吉原町北陵高校の盛土の崩落

輪島市門前町鹿磯付近の海岸の隆起

珠洲市真浦町の海岸の隆起

中能登町～羽咋市の邑知潟低地
での液状化

加賀市鴨池観察館付近での
道路の崩落

輪島市曽々木～珠洲市真浦の山稜斜面の大規模崩落

３-２．石川県下におけるそのほかの事例 

輪島市門前町赤神付近の海岸の隆起

輪島市袖ヶ浜～鴨ケ浦の海岸の隆起

珠洲市若山町での隆起

珠洲市宝立町鵜飼の津波被害

志賀町富来川南岸の道路の破損



内灘町西荒屋地区などでの地盤の液状化

2024年1月9日

2024年1月9日



志賀町富来川南岸の道路の破損

2024年2月22日

2024年2月22日

断層としての報告があったが盛土の沈下
による舗装道路面の亀裂と判断される



珠洲市若山町中での地盤の隆起と沈下

2024年2月23日

2024年2月23日

隆起

沈下

隆起

沈下

Ｎ

Ｎ

沈下

沈下

断層としての報告があったが地すべりにと
もなう地盤の傾動による隆起と推定される



珠洲市真浦の山稜斜面の大規模崩落

2024年2月16日

2020年5月8日



珠洲市真浦の斜面崩落と真浦漁港の隆起

2024年2月16日

2020年5月8日



輪島市門前町鹿磯～黒島の海岸の後退

2024年2月13日

2020年5月1日

160M



輪島市門前町赤神付近の海岸の隆起

2024年2月13日

2020年5月1日



輪島市袖ヶ浜～鴨ケ浦での海岸の隆起

2024年2月22日

2020年4月15日

塩水プール



３-３．石川県下の地質遺産（GEO-HERITAGE）の被害

荒々しい景観で知られる能登半島は「見附島」や「能登金剛」，「千畳敷」
といった特徴的な地質・地形からなる著名な観光地がいたるところにある．
また，良質の石材や碧玉の産出で知られる加賀地方の小松市は日本遺産「珠
玉と歩む物語」登録地である．このようないわゆる「地質遺産（GEO-
HERITAGE）」もまた応用地質学がとりあつかう分野と考えその被害状況を
報告する．

✓ 小松市観音下町の石切丁場跡
✓ 志賀町笹波能登金剛のヤセの断崖
✓ 志賀町富来の巌門洞窟
✓ 輪島市門前町大泊の権現岩（トトロ岩）
✓ 輪島市門前町剱地琴ヶ浜の玄武岩
✓ 輪島市曽々木海岸の窓岩
✓ 輪島市曽々木の千体地蔵
✓ 珠洲市真浦町の垂水の滝
✓ 珠洲市仁江町の千畳敷と鯒尾岩
✓ 珠洲市宝立町鵜飼海岸の見附島
      ほか

2023年2月27日



３-３．石川県下の地質遺産（GEO-HERITAGE）の被害

北國新聞社出版の「石川ふるさと遺産（2021）」と同「石川県ビジュアル
150年誌（2022）」を監修した．いずれも石川県や石川県下19市町の地形
や地質の特徴を写真とともに記述したものである．この2冊が出版後のわず
か数年で過去の記録になるとは思わなかった．



珠洲市宝立町の見附島（軍
艦島）

志賀町笹波能登金剛のヤセの
断崖

輪島市曽々木海岸の窓岩

小松市観音下町と滝ヶ原町
の石切丁場跡

輪島市門前町大泊の権現岩（トトロ岩）

珠洲市真浦町の垂水の滝

輪島市曽々木の千体地蔵

輪島市門前町剱地琴ヶ浜の玄武岩

珠洲市仁江町の千畳敷と鯒尾岩

３-３．石川県下の地質遺産（GEO-HERITAGE）の被害

志賀町富来の巌門洞窟

羽咋市の千里浜海岸なぎさ
ドライブウェイ 左耳が崩落



珠洲市宝立町鵜飼海岸の見附島（珪藻質泥岩）

2024年2月22日

2020年6月17日

島の東半部が崩落



輪島市曽々木海岸の窓岩（火砕岩）

2024年2月16日

2021年4月28日

窓の上部が崩落



珠洲市仁江町の千畳敷と鯒尾岩（火砕岩）

2024年2月16日

2020年5月15日

半分埋没



輪島市曽々木の千体地蔵（流紋岩）

2024年2月16日

2021年4月28日

おそらく無事

通路は崩落



2024年2月13日

2020年6月5日

大規模崩壊

輪島市門前町剱地琴ヶ浜（玄武岩）

鳴き砂の浜



志賀町笹波のヤセの断崖（砂岩）

2024年2月13日

2020年6月5日

目立った崩落なし



小松市観音下町の石切丁場跡（緑色凝灰岩）

2024年2月3日

2024年2月3日

崩落

崩落



４．日本応用地質学会の今後のとりくみ
（まとめにかえて）

✓ 2024年3～8月：日本応用地質学会調査団「団長：大谷具幸（岐
阜大学）」による現地調査

✓ 2024年4月：令和6年能登半島地震報告（BRIEF REPORT OF THE 

2024 NOTO PENINSULA EARTHQUAKE IN JAPAN）国際応用地
質学会日本国代表団（日本応用地質学会）, 韓国KSEG春季大会特
別セッション

✓ 2024年5～6月：日本応用地質学会中部支部総会，予察報告会

✓ 2024年10月：日本応用地質学会研究発表会（香川県高松市）特
別セッション，令和6年能登半島地震調査団報告

✓ 2025年1月（予定）：令和6年能登半島地震調査団の調査活動の
総括

➢ 調査報告書の出版

➢ 調査報告会の開催（場所未定）
以上です
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